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安全標語入選作
令和４年度

天 　　 賞

指定ゴミ袋配付
期間　６月１日～
23,000世帯への配付
全91班延べ320名参加

皆で取り組みました皆で取り組みました

大型受注大型受注

春の公園除草
期間　６月６日～７月８日
市内538箇所の公園除草
全91班延べ300名参加

公益社団法人　町田市シルバー人材センター 会報

～夢が膨らむ シルバー人材センターを目指して！～

発行　公益社団法人　町田市シルバー人材センター
編集　広報活動委員会
　　　〒194-0022 町田市森野１-１-15

（わくわくプラザ町田）

　　　TEL 042-723-2147　FAX 042-724-0407
　　　ホームページ https://webc.sjc.ne.jp/machida/

No.2522022年（令和４年）７月

（題字 会長 松田 良藏 筆）

「大型受注」については、次号「フラッシュニュース」で特集します。
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人事（敬称略） 訃報（３～５月受付分）
上総　二夫 様
久本　尚弘 様
森光　輝雄 様

谷　　和子 様（女性最高齢）
齊田　　茂 様
雨澤　富夫 様

謹んでお悔やみ申し上げます。

●専門委員会委員の委嘱
　（任期 令和５年６月定時総会
　  終結時まで）
　石王　好己（広報活動委員会）

●安全支援員の委嘱
　（任期 令和５年６月定時総会
　  終結時まで）
　今井　正男（公園清掃グループ）

理 事 会 報 告

◆令和４年度  第２回臨時理事会　開催日　令和４年５月16日（月）開催

付議事項 ：第１号議案　会員の入会承認について
　　       ：第２号議案～第７号議案　令和４年度定時総会での事業報告他、各種報告議案について
報告事項：報告第１号　令和３年度予算の流用について
　　　　：報告第２号　監事の監査報告について

１．理事会付議事項（下記議案についてオンライン会議開催、承認・了承されました）

◆令和４年度  第１回定例理事会　開催日　令和４年４月25日（月）開催

付議事項：第１号議案　会員の入会承認及び退会について
　　　　　第２号議案　令和４年３月分事業実施状況報告について
報告事項 ：報告第１号　専門委員会委員の委嘱について

１．理事会付議事項・報告事項（下記議案、報告事項ともに承認・了承されました）

２．諸報告
会　　長 ・ 地区担当員研修として「地域TASK」説明会を開催する。

・６月21日、鶴川ポプリホールにて定時総会を開催する。密を避けるため来場者はできるだけ
控えて行う。

副 会 長 ・３月の退会者が多い。入会促進を実施し、５月までには挽回する。
常 　 務 ・ 昨年度はコロナ禍で会員への情報伝達ができていない。今年度は少しでも改善を図る。

◆令和４年度  第２回定例理事会　開催日　令和４年５月30日（月）開催 

付議事項：第１号議案　会員の入会承認及び退会について
　　　　　第２号議案　令和４年４月分事業実施状況報告について
　　　　　第３号議案　専門委員会設置要綱の一部改正（案）について

１．理事会付議事項・報告事項（下記議案、報告事項ともに承認・了承されました）

２．諸報告
会　　長 ・定時総会後、６月定例理事会まで短期間である。このため総会後の臨時理事会は開催しない。議長

他、各役割を決めた。
・社会福祉協議会の委員として丹田理事が参加する。

副 会 長 ・安全は第一、安全就業に努めて欲しい。

常 　 務 ・80歳以上の表彰について、大河内先生のことばをラッピングシートに印刷した贈答品を検討している。
・エアコン・換気扇の就業拡大のため、リピート顧客を対象に割引キャンペーンを行う。

◆令和４年度  第１回臨時理事会　開催日　令和４年４月15日（金）開催

付議事項：第１号議案　会員の入会承認について
報告事項：報告第１号　安全支援員の委嘱について

１．理事会付議事項（下記議案、報告事項についてオンライン会議開催、承認・了承されました）

男
女
計

1,849
826

2,675

63
54

117

１．会員登録・事業実績（令和４年４月・5 月） 単位：人

令和３年度
会員数

４月末
会員数

入会員数
４月

前年
同月比

退会員数

18
1

19

４月
1,894

879
2,773

7
0
7

723,946
54,691

▲826（▲0.1%）
2,480（4.3%）

2,212
1,629

82.7 
58.7 

２．事業実績
３．派遣事業

配分金
43,638
1,278

材料費・他
78,885
4,825

事務費
846,469
60,794

合　計
就業実人員
（人）

就業率
（％）

令和3年度
４月

40,913 
3,915 

873 

6,025 
578 
133 

113 
90 
19 

9,324 
904 
168 

令和 3年度
４月

前年同月比

賃金
（千円）

手数料
（千円）

就業実人員
（人）

就業延人員
（人・日）

◆会員登録・事業実績

（単位：千円）
前年同月比

契　約　金　額

エントリー制度について
　2020年から希望者のエントリー制度をはじめています。この制度は、管理系指定現場について、長
期にわたって同じ就業先で従事している会員の交代を促進していくための制度です。諸条件によりエ
ントリー者のすべての方に就業をお約束するものではありませんが、令和３年度は61名の交代が
行われています。今回も『銀齢だより』と共にお配りしていますので、管理系職種にご希望がある方
はエントリーシートのご提出をお願いいたします。

　事務局では、就業情報の提供や配分金明細の
確認、事務局からのお知らせを連絡する手段と
して、「スマイルトゥスマイル（Smile to Smile）」
の登録をお願いしています。

１．事務局へメール(machida-sjc@ba.wakwak.com)
　　またはFAX（724-0407）で申込みをしてくだ
さい。

 　 ※件名は「スマイル トゥ スマイル申込み」、
本文に会員番号と氏名を記入してください。

２．事務局よりログインIDと仮のパスワードを
発行しますので、スマイルトゥスマイルへ
ログインしてください。

 　 ※IDと仮パスワードの通知は、メールまた
はFAXでお送りします。通知に１週間程度
お時間を頂く場合がございます。

３．「パスワード変更」で任意のパスワードに変更
後、サービスが利用可能になります。

 　 ※登録にはメールアドレスが必要になりま
す。また、閲覧するためにはインターネッ
ト回線に繋がったスマートフォン、タブ
レット端末、パソコンが必要です。

　また、スマイルトゥスマイルへの登録方法が
分からない方を対象に、下記日程で無料の個別
相談会を行っています。事前予約制となっている
ので、希望される方は事務局（723-2147）まで
ご連絡ください。

「配分金における消費税について」
　会員さんにお支払いする配分金には、シルバー人材センターが発注者から預かった
消費税が含まれています。この消費税は、本来、納税の義務がありますが、会員さん
は消費税免税事業者（年間の課税売上高が１千万以下）なので納める必要はありません。
　なお、令和５年10月から「インボイス制度」の導入が予定されており、これにより
会員さんの受け取る配分金に係る消費税の取り扱いについても、今までと変わっていく
可能性があります。現時点で、この制度の取扱いについての方針が決定されておりま
せん。詳細が分かり次第あらためてお知らせいたします。

登録までの流れ

スマートフォンをお持ちの方は の登録を！「 ス マ イ ル  ト ゥ  ス マ イ ル 」

・７月～９月は7/28（木）、8/12（金）、
8/25（木）、9/8（木）、9/22（木）の
５日間

・時 間 は13:00～13:45、14:00～14:45、
15:00～15:45の3回になります

・各回の定員は４名までです。
※各時間帯、定員になり次第、受付を終了

いたします。

個
別
相
談
会

（2） 2022年（令和４年）７月	 銀	齢	だ	よ	り	 	 銀	齢	だ	よ	り	 2022年（令和４年）７月	（3）



新型コロナ感染防止のため参加人数を制限し、委任状または議決権行使書届により実施。
当日は決議事項のみを説明。

開催日時・場所　６月21日（火）　午後１時30分　和光大学ポプリホール鶴川
出 席 会 員 数　2,049名（出席者26名　委任状届 1,676名　議決権行使書届 347名）
　　　　　　　　令和４年６月17日現在　総会員数 2,778名　（含む特別会員２名）

議　　長　石川　信司　　水橋　智惠子　
決議事項　第１号議案　令和３年度計算書類等の承認の件
　　　　　第２号議案　定款の一部変更の件
　　　　　第３号議案　理事３名の選任の件

　上記、決議事項３議案は審議の結果いずれも原案通り、賛成多数で承認可決されました。

今年２月、町田市シルバー人材センターは
一般社団法人日本SDGs協会から、SDGs
事業【「高齢者を地域で支える体制づくり」の
構築を推進し、「高齢者が地域でいきいきと
暮らせる環境及び就業の場の創出」を実現す
る。】の認定を受けました。

さらに５月【「世代や性別などのカテゴリー
で類型化されず、性別や偏見をなくし、高齢
者の多様性を認める社会の実現を可能にす
る」】の事業認定を追加しました。

私たちセンター会員の活動が、世界の問題
解決に連動していることを認めてもらったと
言えます。

認定されたSDGs事業は、「高齢者が活躍で
きる就業の場や社会奉仕などの活動ができる
場の確保と提供」、「高齢者へ学びの場の提
供」、「地域社会との信頼関係確立」を目標に
置いています。これらはセンターの設立趣旨
や、「共働・共助」の理念とも通底するもの
です。

目標達成のための第一のアクションとし
て、今年度から女性理事を増員します。ジェ
ンダー平等を進めることが、会員拡大と就業
拡大にプラスの効果を持つと期待しています。
現在の理事会は女性１名・男性９名で構成さ

れています。大規模センターとして、絶対的
理事数の少なさと男女の構成比の双方の解消
を目指し、理事数を最大13名にして女性比
率を高めます。今回、定時総会は欠員補充分
を含め、３名の女性理事を選任しました。

第二に、会員の働き方改革を進めます。健
康寿命の延伸や高年齢者雇用安定法の改正な
ど外部環境が変化したことを背景に、セン
ター会員の年齢は高くなっています。しかし
ながら各会員の健康で働く意欲や能力は高
く、人生100年時代も夢ではないと実感でき
ます。
「誰一人取り残さない」はSDGsの行動理念

です。会員のそれぞれの個性と能力と経験が
活用され、年齢や性差による就業機会の不平
等がないように、地域組織の強化を図りま
す。また、就業に必要な知識、技能の講習会
なども実施します。さらに、会員間のデジタ
ルデバイド（情報格差）の解消を目指した活
動も継続します。

SDGsは、政府や公共団体だけでなく、民
間の一人ひとりが当事者意識を持つことが求め
られています。皆さんと一緒に持続可能な社会
を次世代に引き継ぎましょう。

（会長　松田 良藏）
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（五十音順・敬称略）

青　木　よし枝 浅　野　輝　夫 安　部　一　義 飯　島　鐵　也 井　坂　　　研
石　井　由利子 石　田　諭　子 泉　　　悦　子 板　垣　茂　美 板　橋　捷　子
稲　葉　信　雄 今　井　　　弘 岩　岡　敏　子 岩　﨑　輝　子 岩　下　洋　幸
植　屋　正　治 内　堀　晴　雄 内　山　喬　雄 惠　良　　　忠 大　栗　伸　之
大　嶋　洋　子 大　寺　和　美 大　西　司　泰 大　西　良　一 岡　本　忠　男
尾　木　治　作 押　野　勝　男 小　野　浩　子 河　西　あきの 笠　貫　己年男
金　沢　貞　子 金　子　好　雄 河　合　教　臣 菊　地　宏　之 木　下　雅　勝
久保田　輝　夫 倉　﨑　紀美子 黒　羽　秀　雄 齋　藤　　　勲 斉　藤　晄　正
齋　藤　　　徹 坂　口　文　雄 佐々木　雅　彦 佐々木　三知江 佐　藤　昌　幸
紫　芝　嘉　員 島　村　孜　朗 下　元　武　夫 上　楽　千　鶴 白　石　弘　志
神　保　　　正 鈴　木　健　夫 鈴　木　祐　一 関　　　進　一 髙　橋　美千代
高　橋　良　二 田　川　文　子 立　石　　　功 田　中　和　江 谷　井　ヒサ子
竹　間　政　昭 寺　﨑　　　良 時　岡　恵威子 鳥　海　幸　子 永　瀬　祥　一
中　野　利　彰 中　野　晴　示 中　村　　　理 中　村　昭　市 中　村　　　勝
難　波　良　昭 野　村　武　彦 野　依　英　吉 橋　本　洋　子 英　　　　　勇
濱　野　泰　孝 林　　　美佐子 原　田　　　治 久　野　征司郎 平　田　　　登
平　林　則　美 深　澤　　　澄 藤　沢　康　裕 藤　巻　　　實 本　郷　功　憘
正　木　　　宏 増　田　　　守 丸　岡　勝　良 丸　山　喜久子 三　丸　玲　子
無　州　　　清 村　山　　　昭 望　月　　　攻 望　月　　　亘 森　　　雅　孝
矢　口　孝　明 山　崎　　　詔 山　﨑　和　孝 山　下　利　夫 山　下　雅　昭
山　脇　克　朗 山　脇　澪　子 横　田　　　勉 吉　武　義　和

令和４年３月末現在80歳以上で、５年以上会員歴があり、就業実績＜令和３年４月～令和４年３月＞のある方  104名様

80歳以上就業会員表彰

新　舩　良　明 大　村　新　吾 加　藤　俊　夫 熊　坂　栄　一 鈴　木　惣三郎
丹　田　公　和 山　内　富　美 依　田　芳　夫

センター公認の奉仕活動に積極的に参加し、活動時間が累計で100時間を超えた方  ８名様

ボランティア表彰

安全標語入選

　本年度もコロナ禍での参加者の健康を第一に、人数を制限し、議事も簡潔に短時間としました。
また、市民ホールが工事中のため、和光大学ポプリホール鶴川にて開催いたしました。

総会にて選任いただいた理事を含む新体制の方々を紹介します。

　後列左より 秋元、木村、山脇、山蔭、丹田、新里
　前列左より 入部、西原、松田、矢口、天野、樋口
欠席者左より 江成、横山

令和３年度 事業報告　　

令和４年度　定時総会を開催令和４年度　定時総会を開催
令和４年６月21日（火）　午後１時30分　和光大学ポプリホール鶴川

天賞　薮　亀　昭　光
人賞　石　川　敏　晴

佳作　高　田　清　美　　　藤　本　信　之
　　　平　本　明　男 ５名様

岡　崎　　　幸
役員としてセンターの事業の発展に寄与され、退任される方（２期又は４年以上の方）１名様

役員表彰

鈴　木　惣三郎 谷　津　雅　一 長　山　　　昇
専門委員・地域班長・副班長としてセンターに寄与され、退任される方（２期又は４年以上の方）３名様

会員表彰

会　　長　松田　良藏
常務理事　西原　教子

副 会 長　矢口　孝明

顧　　問　長谷川修治 相 談 役　佐藤　五一

秋元　　勲
天野美佐子（新任）

入部　　務

山蔭　敬三
山脇　　登
横山　禎子（新任）

江成　裕司
丹田　公和
樋口てるみ（新任）

◇三　役

◇理　事

木村　將人 新里　文隆
◇監　事

◇顧　問・相談役

（敬称略、50音順）
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　私は20代から子育てをしながら仕事を
してきたので、働きたい気持が強く、退
職後すぐにシルバー人材センターに入会
させていただきました。
　春と秋の公園除草の事務の仕事に携
わり順調になった頃、班長のお話をいただ

きました。
　この地区の会員は今年度お二人増えて23名になりました。
　お仕事をされていない方がいらっしゃるので、エント
リー制度などの説明をしたいです。
　『銀齢だより』の配付の仕事は、難なくやりましたが、全
戸配布やゴミ袋の配付などの仕事は地域の会員に知り合い
がいなかったため、ひとりでやるしかありませんでした。
　実は私は電動車椅子利用者ですが、「私でもできることは

ある！」という気持ちで入会したので頑張りました。
　平地は人が歩くより早いぐらいですが、問題は集合ポス
トのないアパートなどの階段でした。手すりにしがみついて
昇り降りしましたが、やはり辛かった！
　偶然お会いした他の地域班の班長さんにその話をする機
会があり、聞いてくださった班長さんが快く「やるよ」と
言ってくださって、２階などの配布をしてくださいまし
た。その他、会員さんを紹介して頂いたりして、皆さんに
助けてもらいながらこなしています。
　やはり人の輪が大切なのだと痛感しました。皆さんには、
感謝しかありません。
　これからも、ご指導いただきながら頑張ります。
＊余談ですが、わくわくプラザエントランスで私の作ったアク

セサリーを置いてもらっています。覗いてみてください。

町田地区森野２丁目班　内堀 章子さん

　地域連絡会は、地域会員相互やセンターとの情報交換・連携の重要な集まりです。ここ数年
間はコロナ禍のため開催できずにいましたが、三密をさけるため金森７丁目単独で、感染防止
に努めながらの実施が予定（６月24日現在）されています。

●日　時／６月26日（日）午後１時～３時
●場　所／金森都営第６自治会集会所
●内　容／第１部：特別講演「認知症は怖くない」
　　　　　　　　　南第３高齢者支援センター

第２部：（１）センターの近況（事業運営等）について　
　　　　（２）地域タスクについて（紹介とお願い）
            （３）フリートーキング（自己紹介と就業上の問題点など）
その他の地域でも進んでいます。開催に期待しましょう。

スマホ相談員のつぶやき
先ずやる

　スマホの契約をして、イラスト入りのマニュア
ルも貰ったのだけど、言葉の意味がわからないと
言う方がいます。
　「アプリをインストール」って？「タップ、ダブル
タップ、フリック、スワイプ」もう無理（怒）
　「頑張って勉強したいのでどんな本を読んだら良
いですか？」と熱心な方もいらっしゃいます。
　言葉の意味を理解するのは大事かも知れません
が、シニア世代は、先ずやってみることです。
　近くに親切に教えてくれる家族がいれば安心か
というと、意外にそうでもなく「らくらくスマホ
はわからない」とキレられたりする事もあるよう
です。
　「この時にはこの操作をする」ができれば良いわ
けですから名前など自分でつけても良いわけです。
　アプリの意味は分からなくても、電話もメール
もLINEも歩数計も、何か出来る事は全部アプリで、
スマホ画面にそのマークが並んでいると思ってく
ださい。
　LINEやメールで文字を書いたり、写真を選んで三
角の送信するマーク　 を押すのを「飛行機飛ばしま
しょう」と言うと、結構分かりやすかったりします。
　資格試験があるわけでもなし、先ず優先的にし
たいことが出来る行程を、気軽に相談出来る方に教
えてもらって、とにかくやってみることです。

第２回

スマホ初めの一歩   基本的な設定第３回
①スマホの画面を指で押す事を「タップ」と言います。
　この操作のコツは、力加減と命中率です。テーブルに置いたゴ

マを一粒、指の腹で拾い上げる力加減で押しましょう。
　爪が当たったりしないようになるべく腹側を意識します。
　らくらくスマホはタッチパネルが反応しづらく出来ているので、

気持ち長めに押した方が良い場合もあります。
　スマホタッチペンと言う商品も販売されていますので使ってみ

ても良いかもしれません。高額で高機能なものもありますが、
100円ショップの物でも充分使えますので試してみたい方はそれ
でも良いかと。

②画面がすぐに暗くなったり、くるくる回ったりして困ることが
ありませんか？

　くるくるしないようにするには、ホーム画面の上から２本指で
下向きにスーッと撫でると、主な設定メニューが出るので「自動
回転」をオフにします。

　画面が暗くなるのはスマホなりに省エネしているのですが、
当初設定されがちな30秒では短いかもしれません。５分～ 10分
あると落ち着いて作業できると思います。
　　（歯車）マークの「設定」を覚えておくと便利です。
　設定⇒ディスプレイ⇒消灯時間で暗くなるまでの長さを選べます。
③文字が小さすぎて見にくいまま使っていませんか？
　設定⇒ディスプレイ⇒フォントサイズで大きくできます。
④「困ったら再起動」と言う合言葉？があります。「再起動」と言う

のは１度スマホの電源を切って再度点けることです。ちょっと
スマホの動きが遅くなったとか、思うような動きが出来ない
ときに試してみてください。月に１度くらいするとスマホも
リフレッシュ出来ます。

高齢者の運転免許更新が大きく変わります
　高齢者の運転ミスによる悲惨な交通事故が後を絶たない中、本年５月13日から道路交通法が改正され
ました。特に、75歳以上の高齢ドライバーの運転免許の更新がより厳格に審査されます。改正後の免許
更新について町田警察署交通課に伺いました。概要は以下の通りです。
　図は更新手続きの流れを示します。過去３年以内の基準違反※履歴の有無により手続きが異なります。
認知機能検査は現行より簡略化され、認知症のおそれが有るか無いかの２択で判断されます。「認知症の
おそれあり」と判断されると、医者の診断書が必要になります。また、違反歴がある場合は、運転技能検
査が新たに義務化されます。運転技能検査とは、自動車教習所のコースなどを実車走行し、 ①指定速度走
行、 ②発進と停止、 ③交差点の通行（右左折、信号通過）、 ④段差の乗り上げが検査されます。これに合格
すると、違反歴なしの申請者と同様に認知機能検査と高齢者講習を受けて免許更新されます。ただし、
運転技能検査合格者は高齢者講習の「実車指導」は免除されます。また、免許有効期間は、優良運転者、
一般運転者に関わらず３年です。
　今回の改正で、運転に不安を感じる方を対象に、サポートカー限定免許も新設されました。詳しくは、
警 視 庁 運 転 免 許 本 部 運 転 者 教 育 課 高 齢 者 対 策 係（電 話：03-6717-3137）ま た は、町 田 警 察 署

（042-722-0110(代表））までお問合せください。
　※基準違反行為（11類型）

70歳～74歳の免許保持者 75歳以上の免許保持者

過去３年間に基準
違反履歴がある

高齢者講習
・講義（座学）
・運転適性検査
・実車指導

免許証の更新

認知機能
検査へ

免許証更新せず

認知症でない
と医師が診断

認知症である
と医師が診断

運転技能検査
（繰り返し受験可能）認知症の

おそれなし

認知機能検査

認知症の
おそれあり免許更新

手続きへ

高齢者の自動車免許更新の概要

いいえ はい

検査に合格
した

高齢者講習へ

いいえはい

信号無視

横断等禁止違反 交差点右左折方法
違反等

交差点安全進行
義務違反等

通行区分違反 通行帯違反等

横断歩行者等妨害等 安全運転義務違反 携帯電話使用等

速度超過

踏切不停止等
遮断踏切立入り

（広報活動委員会）
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今年の関東地方の梅雨入りは大方の予想に
反し、６月早々に宣言されました。これに呼
応するかのように、紫陽花が色とりどりに咲
き始めました。梅雨の晴れ間の屋外作業は夏
本番並みの強い日差しと蒸し暑さに見舞われ
ます。暑さに慣れていないこの時期こそ、
しっかりした体調管理と熱中症対策に心掛け
ましょう。

さて、５月から高齢者の自動車免許更新が
一段と厳しくなりました。昨今の新聞・テレ
ビ報道にある高齢者の運転ミスが原因の悲惨
な交通事故が続発するようでは、免許制度見
直しも已むなしかもしれません。高齢者でも
安心・安全に運転できる自律走行型自動車の
出現はまだ暫く先のようです。

（広報活動委員　M記）

総
務
委
員
会

　先日立ち寄った書店で『70歳が老化の分かれ道』
（和田秀樹著・詩想社発行）の書名に思わず手が
伸びていました。
　ページをめくると、第２章「老いを遅らせる70代
の生活」に、『どんなことでもいいから、ほんの少し
でも社会にかかわったり、何かの役に立つことは、
誰にでもできるはずです。そのことに価値を見い
だし、高齢になっても働き続けることが、老化防止
の最良の薬になるのではないか…』とあり、当セン
ターはまさに老いを遅らせる秘薬の宝庫だと気付
かされました。その薬効は90代の方々もお元気に
就業されていることで証明されています。
　また著者は『現在の60代後半から70代にかけて

の期間は、人生のなか
でもいくつもの困難
に直面する時期』と
書いています。
　皆さんの周りの、
まだ当シルバー人材
センターをご存じ無い
方に、『入会が老化の
分かれ道』になるか
もと是非ご紹介頂け
ればと思います。
　宜しくお願いいた
します。

専門委員会活動特集
広報活動委員会

就
業
拡
大
委
員
会

　町田市シルバー人材センターは、SDGs事業
『持続可能な開発目標』を掲げ、活動項目は５月号
に掲載されました。会員の意識にも新たな切り
替えチャンスを得ました。今回も「一人一紹介
運動」活動をお願いするにあたり、心強い広告塔
を紹介いたします。各地区市民センターに設置さ
れている市政情報モニターで放映される、町田市
「まちビジョン」の中の「１分間のシルバー人材
センター動画広告」です。内容は『セカンドライフを
楽しもう！』、『地域で仕事、地域で仲間づくり、
地域でボランティア』などが紹介される内容で
実に明快です。会員の皆さまには既に目にしておら
れる方々も多いかとは存じますが、この広告を

活用案内しながら、仲間づくりのお声掛けと、
運動の推進をお願いいたします。身近な方々を気
にかける声掛けや、身近な方からの声を聴きなが
ら、周囲に気配りした活動にしましょう。

人生100年時代の高齢者として

市民センターの受付に22インチモニターが設置され
『まちビジョン』として、市からのお知らせの合間に企
業や団体のＣＭが流れていることをご存知でしょうか。

５月27日から当センター会員募集の１分動画が流れ
ています。鶴川市民センターと成瀬駅前市民センター
にて月間1,200本、放映されております。しばらくの
間は、他の市民センターでも流れています。同じ動画
をホームページのトップでも公開しています。ぜひ
見てください。

『まちビジョン』での会員募集の動画放映について

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

　シルバー人材センターの大きな存在意義は
「生きがい就労」です。皆さまには、その一環として
のボランティア活動に日頃よりご理解を賜り、
感謝申し上げます。例えば、前年度の文房具類
寄付事業においては、大量の文具類を市内の子供
たちの学習支援のみならず、海外の子供達にまで
届けることができ、感謝されました。
　町田のシルバー人材センターの地域貢献事業の
一つには「FC町田ゼルビア」の支援による地域
活性化を支援するボランティアもあり、町田
GIONスタジアムでのホームゲーム開催日には、
会員有志が支援活動を行っています。支援活動は
今期も５月15日から再開されていますので、ご都合
がつく日にご参加いただければ幸いです。（開催日

は「FC町田ゼルビア」のホームページでご覧にな
れます。QRコードを参照ください）
　毎試合の４日前までにセンター事務局の石田
主任（TEL:723-2147）にご連絡く
ださい。７月のホームゲームは２日

（土）、６日（水）、17日（日）です。
※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

ボランティア活動と地域社会貢献

　『For the Future 地域の皆さまと共に未来につなぐ』
新しいパンフレットの表紙に記載されている言葉で
す。当センターはSDGs事業、全17目標の中から８項
目の目標に向けた取り組みを申請し、今年４月に認定
されました（『銀齢だより』５月号で紹介）。これまでは
個別に制定した目標に沿って実施してきた就業です
が、世界的なガイドラインに沿って目標が制定され
たことは、とても意義あることと考えます。セン
ターの顔となるパンフレットにも明示しました。

広報活動についても、８項目の指標に沿って進めて
いきます。

新パンフレットができました

前年度も継続してきたパンフレットの公共施設への
常備ですが、2,630部の利用がありました。またパン
フレットを見て入会した方も徐々に増えてきました。

今年度も継続しますが、旧パンフレットの内容が
一部古く、新パンフレットの準備が整ったことで、
５月21日までにパンフレット950部を差し替えました。

町田市出張所や市民センター、図書館、体育館等に
常備しています。お近くの施設を利用した際はぜひ
見ていただき、お知り合いにも紹介してください。

公共施設47箇所へパンフレット950部を常備

６月12日　対ロアッソ熊本戦での参加メンバー

南市民センターにて

成瀬駅前市民センターにて
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※

広告募集
銀齢だよりに広告を掲載しませんか？
毎号募集しております。お気軽にご相談ください。

詳しくはこちらへお問い合わせください。
公益社団法人 町田市シルバー人材センター

TEL 042-723-2147　FAX 042-724-0407

就 業 現 場 を 訪 ね て

金井店の佐々木さんは、「私は厨房に入り、料理の下ごしらえや調理を行っています。美味しい食事を
提供すると共に、衛生面には特に気を付けています。」　
根岸店の上田さんは、「私はホールでの接客を担当しています。“なにげない会話や笑顔を大切に”を
モットーに、お客様目線で、接客には特に気をつけて、美味しい料理を、早くお出しできるよう努め
ています。」

仕事内容と特に注意していることを教えてください。

Ａ

Ｑ

　「和食麵処サガミ」の金井店と根岸店でそれぞれ、派遣として就業している佐々木
あさ子さんと上田初美さんを訪問しました。開店に向けて準備のため忙しい最中でし
たが、お話を聞かせていただきました。

佐々木さんは、「シルバーに入会したのは今年の１月ですが、それまで25年間厨房の仕事をしていました。
これまでの経験を活かすことができ、楽しく働いています。」　
上田さんは33年間、ホールでの接客係として働いてきました。３月入会ですが、「これまでの経験を活かす
仕事に付けて、安心して就業できます。」

シルバー人材センターに入り、この仕事を選ばれた理由を教えてください。

Ａ

Ｑ

厨房の佐々木さんは、「調理場は暑いのでお店からの差し入れの冷たい飲み物にはホッとします。またいい
仲間に恵まれ楽しく働いています。」ホールの上田さんは、「仲間と楽しく就業できることが何よりですね。
就業日数も週２～３日と、腰の負担も軽減され、楽に働くことができます。」

この仕事について良かった事を教えてください。

Ａ

Ｑ

左から佐々木さん、上田さん

（12） 2022年（令和４年）７月	 銀	齢	だ	よ	り	


